
こんにちは。メディセレのしゃっちょう、児島惠美子です。
先日、4回目のカンボジア医療支援に行ってきました。 毎回メ

ディセレ講師を連れて行くのですが、今回は中学生になる娘を連
れていきました。初海外がカンボジアって……（笑）。

支援先はプノンペン市内から車で3時間。デコボコ道での車酔
いを心配していたら、娘は「USJより凄い！」と大喜び。あの～
アトラクションではないからね。現地に到着し、初日は身体測定を
担当させました。カンボジアの子どもたちは栄養状態がまだ悪い
ので、背も低く痩せているため、同級生の子と自分を比較して驚
いていました。

カンボジアは本当に暑く、冷房などないので風が頼りですが、風
が吹いたら、馬糞のにおいが乗ってくるのです……むしろ、窓を
閉めたい（泣）。そんな中、午前中が終わる頃にふと娘を見ると、
顔が真っ赤！ これは熱中症になったなと思い、すぐバスに冷房を
入れてもらい、一緒に来た医師にバスの中で、窓のカーテンレー
ルに紐でバッグを吊るして点滴をしてもらいました。

やられるとは思っていましたが、初日の午前中でダウンか……
早！ 小学校にも冷暖房のある生活をしている現代っ子には、カン
ボジアはきついようです。帰国して娘は、カンボジアで生き延び
たので、もう、どこも怖くない！ と言っています。
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